
第１ブリルアンゾーン

波の式は、　　　　　　　　　　　であった。ここで、k0を代入する
と、　　　　　　　　　となる。第一ブリルアンゾーンの外側の値、波
長2d

よりも短い値、k0+2π/dを代入すると、　　　　　　　　　　　となる。
整理すると、　　　　　　　　　　　　　となる。ここで、
なので、両者の振幅は同じとなる。従って、波としては、波数k0と
k0+2π/dを使っても同じである。第一ブリルアンゾーン内の波数で十分と
も、波長2dより短い波は無いとも言える。
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sin(k0x)

sin{(k0+2π/d)x}

k0=π/5,

d=3


